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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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Systems and software engineering-Capabilities of review tools 

 
序文 

この規格は，2020 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 23396 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

ほとんど全てのソフトウェア開発組織では，適切なコストでソフトウェアの品質を改善する必要があり，

レビューは一つの重要な手段であることが広く認識されている。ライフサイクルの早い段階でレビューを

適用すると，通常のプロジェクトで不要なやり直し作業の量を減らせることが知られている。これは，上

流工程での問題検出が，下流工程でのテスト実行による問題検出よりもコストがかからないためである。

このようにレビューを行うことで，問題を早期に発見し，代替案を評価し，組織的及び個人的なプロセス

を改善し，作業成果を改善することが可能である。JIS X 20246 は，作業生産物レビューの標準プロセスを

規定している。 

レビュー支援ツールは，レビュー作業を改善し，レビュー品質を改善する能力を提供する。例えば，レ

ビュア間の協力及び情報共有の支援，作業生産物に対するコメントの記録及び強調，レビュー報告書の生

成支援などである。 

レビューで指摘する項目の数が 1 000 を超える大規模な開発プロジェクトでは，支援ツールが不可欠で

ある。支援ツールは，レビューの品質及び効率を向上させるために，中小規模のプロジェクトでも積極的

に使用されている。実際，様々な種類の“レビューツール”が提供されている。比較的単純な例として，

ドキュメント作成のマクロを使用して付箋としてコメントを追加する能力がある。一方，大規模な開発で

は，プロジェクト全体の進捗管理を支援するツールがあり，数十人のレビュアが要検討事項を指摘し，プ

ロジェクト管理者がレビューの実施状況を監視している。 

大規模な組織では，様々な種類のレビューツールから適切なツールを選定することが非常に重要である。

選定されたツールは，高度な公平性を備え，公共の規格に従って評価されていることが不可欠である。こ

の目的のために，ソフトウェアエンジニアリングツールの評価及び選定のプロセスの指針として，ISO/IEC 

20741 が 2017 年に公開された。ただし，ISO/IEC 20741 は，特定のツール分野に依存せずに一般化されて

いるため，レビューに固有の標準能力を規定していない。 

この規格は，レビュー支援ツールの能力を定義し，ISO/IEC 20741 と組み合わせて適切なツールを選定

することを目的としている（附属書 E 参照）。この規格で想定しているレビュー支援ツールは，JIS X 20246

で規定しているプロセス全体を支援する。例えば，成果物の表示及び指摘のような個人的な活動を支援す

る能力，状況の報告のようなグループ活動を支援する能力が必要である（附属書 D 参照）。ISO/IEC 30130


